
  

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  いよいよラグビーワールドカップ2019開催まで半年を切り、より一層の緊張感をもち

  テロ対策に臨むため、今回の分科会では、埼玉県ラグビーワールドカップ2019対策課、

  熊谷市ラグビーワールドカップ2019推進室、組織委員会等の関係機関が図上訓練を実施

  しました。 

    訓練では、熊谷ラグビー場において、爆発物及び刃物を使用した無差別テロが発生した

  との想定で、各機関の対策本部設置後の対応について検討し、問題点の抽出及び情報の共

  有を図りました。 

     訓練参加者からは、「訓練を通じ、観客の避難誘導要領、広報要領等様々な課題が見つ

  かり、今後のテロ対策に活かせる。」「関係機関相互の連携強化つながった。」などの反

  響がありました。   

 埼玉県バス協会北部地区部会では、平成31年３月19日（火）、熊谷ラグビー場において、 

観客輸送に利用される路線バスに対するバスジャックを想定したテロ対応訓練を埼玉県警察

（捜査第一課、危機管理課）の指導のもとで実施しました。 

 訓練に参加した事業者からは、「実際のイメージが掴め、発生時の対応力の向上につなが

る。」等の反響がありました。 

 また、訓練に先立ち、埼玉県警察担当者からラグビーワールドカップ2019及びオリンピッ

ク・パラリンピックにおける警備・交通対策の説明を受け、理解を深めました。 


